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This paper introduces an on-going program evaluation for managing Japanese language program in 
a university in Japan.  Then, based on that, it argues significance and possibilities of 
developmental evaluation when managing Japanese language program, which is required to run in 
a complex and dynamic environment. It concludes with a discussion of the challenges when one 











































































































































































センター職員 1 名 プログラムの運営に関
して現在考えているこ
と、考えの変化 









至る 2015 年 4 月まで（2.3 節で後述する）についてまとめたのが表１である。表１か






















  2014 年度後半は、センター教員とも合意した評価課題についてデータを収集し、イ
ンパクト評価に取りかかる予定であった。しかし、そこで判明したのは、センターの




 例えば、調査対象の組織が 2014 年度開始時点で、2014 年 12 月から 2015 年 9 月に
ついて計画していた事業は表２のとおりであった。 
 
表２ 2014 年度開始当時のセンターの事業計画 
2014/12 「X大学日本語教育センターシンポジウム 2014」開催レポートを HPで発信 
2015/2/20 第 3 回 FD開催 
2015/2/26 第 4 回 FD開催 
2015/4    半期に２回の留学生向けニュースレターの発行 
2015/6    留学生のためのスピーチコンテスト開催 
2015/6/4  X大学 GP 報告会日本語教育センターの取り組みについて成果報告 
2015/7    第 1 回 FD開催 





表３ 2014 年度開始以後のセンターの事業 
内容 状況 
2014/12 「X 大学日本語教育センターシンポジウム 2014」開催レポート
を HP で発信  
 
2015/2/20 第 3 回 FD 開催  
2015/3/4  X 大日本語教育実践学会を開催 ○ 
2015/4    日本語教育センターが「国際化推進機構」の下部組織として
スタート 
◎ 
2015/4    半期に２回の留学生向けニュースレターの発行  
2015/4    ビジネスデザイン研究科・21 世紀社会デザイン研究科との併
置科目展開開始 
○ 
2015/4-   オンラインによるプレイスメント・テスト開発事業開始 ○ 
2015/4-   日本語相談室のウェブ予約システム稼働開始（利用件数が前
年のほぼ倍に） 
 
2015/6    留学生のためのスピーチコンテスト開催   
2015/7-   2016 年度以降の学部正規留学生のための日本語科目のカリキ
ュラム改編決定  
○ 
2015/6/4   X大学 GP報告会日本語教育センターの取り組みについて成果
報告 
 
2015/7/17 第 1 回 FD 開催   
2015/8-   2016 年度超短期プログラム試行をめざした検討開始 ○ 





































































































































































































































1  本論文は、2015 年度日本語教育学会秋季大会（沖縄国際大学）においてポスター
発表したものに加筆修正を施したものである。 
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堂書店.（原文は Patton, M. Q. (1997). Utilization-focused evaluation: The new 
century text. 3rd edition. Oaks, California: Sage Publications.） 
 
